





































































































1 個、後ろ肩線部に 2 個、前身頃および後ろ身頃の
分割線付近（各区画上部）に前後中心線と脇線間を



















示す 3 種の着衣を用いて実験を行った。着衣 T は



















象室に入室し、着衣 T で15分間―着衣 TV で15分



































よび入室後 5 分毎、最後の着衣 T では実験終了直
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る t 検定とした。最初の着衣 T では37℃の人工気
象室に入室直前の 1 分間の平均値と、着用終了直前
の 1 分間の平均値間で有意差検定を行った。次に、









局所発汗量 Sw の経時変化を図 3 に示す。着衣 T
では37℃の人工気象室に入室後、時間経過とともに
有意に Sw が増加した。着衣 TV に更衣後も増加傾
向がみられ、その後の着衣 T でもさらに増加傾向が
みられた。しかし、着衣 TVA では、更衣した直後
から Sw が急激に減少し、直前の着衣 T との間に有
意差がみられ、その後の着衣Tで再び有意に増加した。
3. ２　衣服内温湿度への影響
衣服内温度 Tcl および衣服内湿度 Hcl の結果を図
4 に示す。胸部、背部ともに28℃の前室から37℃
の人工気象室に入室すると、Tcl が有意に上昇した。
その後、胸部において、着衣 TV および TVA で有
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差を 1 とする基準値を算出した。結果を図 7 に示す。















































































































































































現れた。胸部では着衣 TVA で約 2 ℃の低下が認め
られたが、大腿部や下腿部の ts にはほとんど影響
はなかった。そのため、平均皮膚温 ts においても
着衣 TVA で低下傾向がみられるものの有意ではな
かった。血液循環系によって脚部にまで影響を及ぼ
すには実験時間が短かったものと推察される。
また、口腔温では、着衣 TVA で低下傾向がみら
れたものの、心拍数では明確ではなかった。人工気
象室の使用に時間的制限があったことに加えて、
WBGT30℃という厳重警戒域での実験であったた
め、被験者の健康への配慮から実験総時間を60分と
し、着衣 TVA の着用時間が10分と短かったことが
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原因の一つと考えられる。このことは、生体がホメ
オスタシスによって、生理的な恒常性を維持し続け
た結果であり、健康を害しないように配慮された実
験条件であったことを裏づけるものである。
以上のことから、いくつかの課題が残されたもの
の、本研究で提案した冷却ベストが発汗量や衣服内
温度、皮膚温に及ぼす効果は大きく、夏季の日常に
おける長時間着用を想定した場合には非常に有用な
冷却効果を発揮し、熱中症予防に繋がると結論づけ
られた。
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